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か
み
な
り
し
た

二
0
一
四
年
に
千
葉
県
市
川
市
の
雷
下
遺
跡

か
ら
日
本
最
古
と
さ
れ
る
約
七
五

0
0年
前
の

丸
木
舟
が
発
掘
さ
れ
た
。
世
界
で
は
一
九
五
五

年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
約
一
万
年
前
と
推
定
さ
れ
る

遺
跡
か
ら
丸
木
舟
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
遊
泳

能
力
が
優
秀
で
は
な
い
人
間
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
技
術
を
利
用
し
て
水
上
で
活
動
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
様
々

な
船
を
工
夫
し
て
き
た
が
、
今
回
は
歴
史
に
記

録
さ
れ
て
い
る
有
名
な
「
船
」
を
紹
介
し
た
い
。

明
朝
の
威
力
を
誇
示
し
た
「
宝
船
」

中
国
で
一
三
六
八
年
か
ら
一
六
四
四
年
ま
で

約
二
八

0
年
存
続
し
た
明
朝
の
三
代
皇
帝
で
あ

る
永
楽
帝
は
大
陸
国
家
で
あ
っ
た
中
国
を
海
洋

へ
進
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
野
心
の
あ
る
皇
帝
で

て
い

わ

あ
っ
た
。
宦
官
の
鄭
和
に
命
令
し
て
全
長
約
一

六

0
メ
ー
ト
ル
、
排
水
量
三
万
ト
ン
の
「
宝

船
」
と
名
付
け
ら
れ
た
巨
大
な
木
造
船
を
数
百

隻
建
造
し
て
艦
隊
と
し
た
。
当
時
の
世
界
最
大

の
造
船
施
設
で
あ
っ
た
南
京
の
遺
跡
か
ら
は
建

造
途
中
の
宝
船
の
残
骸
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

一
四

0
五
年
に
鄭
和
を
隊
長
と
す
る
最
初
の

遠
征
で
は
、
約
六

0
隻
の
宝
船
を
中
心
と
し
て

三
0
0
隻
以
上
の
船
舶
に
約
二
万
七

0
0
0
人

が
乗
船
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
過
し
て
イ
ン

ド
の
カ
リ
カ
ッ
ト
に
到
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に

北京・

西安・

図l鄭和艦隊の航路

0
七
年
の
二
次
と

0
九
年
の
三
次
の
遠
征
で
は

同
様
の
経
路
を
往
復
し
、
一
三
年
の
四
次
の
遠

征
で
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
ホ
ル
ム
ズ
ま
で
、
五

次
と
六
次
の
遠
征
で
は
ア
フ
リ
カ
東
岸
ま
で
到

達
し
て
い
る
（
図
1
)
。

一
四
二
四
年
に
永
楽
帝
が
崩
御
し
、
後
継
の

洪
熙
帝
は
国
力
回
復
の
た
め
遠
征
を
廃
止
す
る

が
、
国
力
が
回
復
基
調
に
な
っ
た
三

0
年
に
七

次
遠
征
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
終
了

と
と
も
に
鄭
和
が
死
亡
し
て
南
京
に
埋
葬
さ
れ

て
以
後
、
艦
隊
の
派
遣
も
中
止
と
な
っ
た
。
こ
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古
代
エ
ジ
プ
ト
の
時
代
か
ら
帆
船
は
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
風
上
に
も
航
行
で
き
る
帆
船
は

十
五
世
紀
に
開
発
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ベ
ル
船
や
キ

ャ
ラ
ッ
ク
船
が
最
初
と
さ
れ
る
。

C
・
コ
ロ
ン

ブ
ス
は
三
隻
の
艦
隊
で
一
四
九
二
年
に
北
米
大

陸
手
前
ま
で
到
達
し
た
が
、
世
界

一
周
を
目
指

し
た
の
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
長
F
・
マ
ゼ
ラ
ン

で
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
の
支
援
に

よ
り
、
一
五
＿
九
年
に
五
隻
の
艦
隊
で
ス
ペ
イ

ン
の
セ
ビ
リ
ア
を
出
航
し
た
。

途
中
で
一
隻
は
難
破
、
一
隻
は
逃
亡
し
、
三

隻
が
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
と
名
付
け
ら
れ
る
南
米
大

陸
南
部
の
水
路
を
通
過
し
て
太
平
洋
に
到
達
し

た
。
そ
こ
か
ら
北
上
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に

到
達
す
る
が
、
島
民
と
の
戦
闘
が
発
生
、
マ
ゼ

ラ
ン
は
戦
死
し
た
。
人
数
が
減
少
し
た
た
め
帆

船
を
二
隻
に
し
、
高
価
な
香
料
を
満
載
し
て
母

国
を
目
指
す
が
、
一
隻
が
水
漏
れ
で
使
用
で
き

な
く
な
り
、
最
後
の
一
隻
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
号
」

が
三
年
の
航
海
か
ら
帰
還
し
た
（
図
2
)
。

世
界
最
初
の
六
万
八

0
0
0
キ
ロ
の
地
球
一

最
初
に
世
界
一
周
し
た
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
号
」

の
宝
船
艦
隊
の
膨
大
な
記
録
は
宮
廷
の
書
庫
に

保
管
さ
れ
た
が
、
数
十
年
後
に
調
査
し
た
と
き

に
は
紛
失
し
て
い
た
。
今
後
、
航
海
を
再
興
し

な
い
よ
う
に
焼
却
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

北
米
支
配
の
発
端
「
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
」

周
航
海
の
膨
大
な
費
用
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
号
に

満
戟
し
た
香
料
だ
け
で
回
収
で
き
た
と
さ
れ
る

か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
ジ
ア
の
香
料
の
入
手

を
目
指
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
当
時
の
世

界
の
両
雄
ス
ペ

イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ト
ル
デ

シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
り
大
西
洋
上
の
経
線
で
地

球
を
二
分
し
て
支
配
し
て
い
た
が
、
一
周
し
て

し
ま
う
と
意
味
が
な
く
な
り
、
追
加
で
サ
ラ
ゴ

サ
条
約
を
締
結
し
、
世
界
を
二
分
し
た
。

十
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
国
王
ヘ
ン

リ
ー
八
世
の
離
婚
を
ロ
ー
マ
教
会
が
承
認
し
な 図2ヴィク トリア号

図3メイフラワー号

か
っ
た
た
め
、
国
王
自
身
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教

会
の
首
長
と
な
る
新
教
が
登
場
し
た
。
そ
れ
へ

の
帰
属
を
拒
否
し
て
迫
害
さ
れ
た
信
者
は
北
米

大
陸
に
逃
避
す
る
た
め
、
一
六
二

0
年
に
「
メ

イ
フ
ラ
ワ
1

号
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
ル
号
」

と
い
う
帆
船
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
リ
マ
ス
か

ら
出
航
す
る
が
、
後
者
は
修
理
が
必
要
と
な
り
、

前
者
の
み
が
北
米
を
目
指
し
た

（図
3
)
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
付
近
に
到
箭
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
六
十
六
日
間
の
航
海
で
約
四

0
0
キ

口
北
東
の
ケ
ー
プ

・
コ
ッ
ド
に
到
蓋
し
て
し
ま

い
、
す
で
に
十
一
月
中
頃
で
あ
っ
た
た
め
、
そ

こ
で
越
冬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
冬
期
は
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世
界
全
域
に
領
土
を
拡
大
し
て
「
日
没
の
な

い
帝
国
」
と
な
っ
た
大
英
帝
国
は
地
球
全
体
の

自
然
と
風
俗
を
調
査
す
る
目
的
で
、
一
八
三
＿

年
か
ら
三
六
年
ま
で
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
ニ

四
ニ
ト
ン
の
帆
船
「
ビ
ー
グ
ル
号
」
で
世
界
一

周
の
学
術
調
査
を
遂
行
す
る
。
弱
冠
二
十
七
歳

の
船
長
R
．
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
配
下
と
し
て
生

物
調
査
を
担
当
し
た
の
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

を
卒
業
し
た
直
後
の
二
十
三
歳
の

C
・
ダ
ー
ウ

ィ
ン
で
あ
っ
た
。

世
界
を
調
査
し
た
「
ピ
ー
グ
ル
号
」

例
年
よ
り
気
温
が
低
下
し
て
多
数
が
死
亡
し
た

が
、
翌
春
に
付
近
に
生
活
し
て
い
た
先
住
民
族

ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
族
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
子

と
栽
培
方
法
を
授
与
さ
れ
て
生
存
で
き
、
先
住

民
族
に
感
謝
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
十
一
月
の
第
四
木
曜
（
カ

ナ
ダ
で
は
十
月
の
第
二
月
曜
）
は
「
サ
ン
ク
ス

ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
（
感
謝
祭
）
」
と
な
っ
た
が
、

欧
州
か
ら
の
移
民
が
増
加
し
て
先
住
民
族
と
抗

争
と
な
り
、
先
住
民
族
を
駆
逐
し
土
地
を
収
奪

し
て
い
く
。
そ
こ
で
メ
イ
フ
ラ
ワ

—

号
の
到
来

か
ら
三
五

0
年
が
経
過
し
た

一
九
七

0
年
に
、

先
住
民
族
は
十
一
月
の
第
四
木
曜
を
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
イ
・
オ
ブ
・
モ
—
ル
ニ
ン
グ
（
哀
悼

の
日
）
」
と
し
て
過
去
を
記
憶
し
て
い
る
。

一
八
三

一
年
の
年
末
に
プ
リ
マ
ス
か
ら
出
港

し
、
途
中
で
調
査
を
し
な
が
ら
二
年
半
が
経
過

し
た
三
四
年
六
月
に
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
通
過
し

（図
4
)、
九
月
に
赤
道
直
下
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸

島
に
到
着
し
た
。
主
要
な
約
二

0
の
島
々
か
ら

構
成
さ
れ
る
各
島
の
生
物
を
調
査
し
、
フ
ィ
ン

チ
と
い
う
鳥
類
の
ク
チ
バ
シ
の
形
状
が
島
毎
に

相
違
し
て
い
る
こ
と
か
ら
進
化
論
を
発
想
し
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
身
で
は
十
分
な
標
本
を

採
集
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
初
の
三
年
の
予
定
を
上
回
っ
て
五
年
が
経

過
し
た
一
八
三
六
年
十
月
に
帰
国
し
、
資
料
の

整
理
を
開
始
す
る
。
ま
ず
四
四
年
に
匿
名
で

.. 
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図4マゼラン海峡を適過するビーグル号

『創
造
の
自
然
史
の
痕
跡
」
を
出
版
、
五
九
年

に

「種
の
起
源
j

を
発
表
し
た
。
帰
国
か
ら
二

十
年
以
上
が
経
過
し
た
の
は
、
身
内
の
不
幸
と

と
も
に
、
聖
書
の
記
述
を
否
定
す
る
内
容
の
た

め
の
躊
躇
が
影
梱
し
て
い
る
。
し
か
し
大
英
帝

国
の
実
施
し
た
航
海
は
生
物
世
界
の
理
解
に
多

大
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
の
蒸
気
船
「
ク
ラ
ー
モ
ン
ト
号
」

J

・
ワ
ッ
ト
が
発
明
し
た
蒸
気
機
関
の
特
許

が

一
八
0
0年
に
失
効
す
る
と
様
々
な
利
用
技

術
が
登
場
し
て
き
た
。

R
・
ト
レ
ヴ
ィ
シ
ッ
ク

が
0
一
年
に
は
蒸
気
自
動
車
、

0
二
年
に
は
蒸

気
機
関
車
を
発
明
し
て
い
る
し
、
水
上
で
は

0

二
年
に

w
．
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
運
河
で
船
舶
を
牽
引
す
る
蒸
気
船
の
タ
グ

ボ
ー
ト
を
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
乗
客
を

輸
送
す
る
蒸
気
船
を
世
界
で
最
初
に
開
発
し
た

の
は
ア
メ
リ
カ
の

R
．
フ
ル
ト
ン
で
あ
る
。

す
で
に
一
七
八

0
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ

リ
カ
で
蒸
気
船
は
実
験
さ
れ
て
い
た
が
、
フ
ル

ト
ン
は
乗
客
を
輸
送
す
る
蒸
気
船
と
し
て
は
世

界
最
初
の
「
ク
ラ
ー
モ
ン
ト
号

（正
式
名
称
は

ノ
ー
ス
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ム
ボ
ー
ト
）
」

を
一
八

0
七
年
に
開
発
し
た
。
全
長
四
三
メ
ー

ト
ル
、
全
幅
四
・
三
メ
ー
ト
ル
の
木
造
船
で
、

中
央
に
設
置
さ
れ
た
蒸
気
機
関
で
直
径
四
・
六
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図5クラーモント号

メ
ー
ト
ル
の
外
輪
を
回
転
さ
せ
て
進
行
す
る
仕

組
み
で
あ
っ
た
（
図
5
)。

＿
八

0
七
年
八
月
十
七
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク

の
ハ
ド
ソ
ン
川
で
進
水
し
、
上
流
に
航
行
を
開

始
し
た
。
直
後
に
蒸
気
機
関
が

一
旦
停
止
し
た

が
、
す
ぐ
修
理
さ
れ
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
二

四
0
キ
ロ
上
流
の
オ
ー
ル
バ
ニ
ま
で
夜
間
は
停

泊
し
て
三
十
二
時
間
で
到
達
し
た
。
帆
船
で
は

六
日
か
か
る
航
路
で
あ
り
、
蒸
気
船
の
威
力
を

証
明
し
た
。
細
々
と
し
た
問
題
を
解
決
し
、
九

月
四
日
か
ら
定
期
運
行
を
開
始
し
、

一
四
年
ま

コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
元
祖
「
ア
イ
デ
ア
ル

X
号」

で
運
行
し
た
。

島
国
の
日
本
で
は
海
外
と
の
貨
物
の
輸
送
の

九
九
％
以
上
が
海
運
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
コ

ン
テ
ナ
で
輸
送
さ
れ
る
比
率
が
約
一
六
％
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
便
利
な
輸
送
形
態
を
発
明
し

た
の
は
M

・
マ
ク
リ
ー
ン
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
一
九
三

0
年
代
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

会
社
を
経
営
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
船

舶
へ
の
貨
物
の
積
載
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る

た
め
、
船
舶
が
延
々
と
何
週
も
港
湾
に
停
泊
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
不
満
で
あ

っ
た
。

そ
の
解
決
方
法
と
し
て
発
明
し
た
の
が
、
あ

ら
ゆ
る
荷
物
を
同
一
の
規
格
の
コ
ン
テ
ナ
に
積

載
し
て
、
そ
の
ま
ま
船
舶
に
搭
載
す
る
方
法
で

あ

っ
た
。
実
際
に
港
湾
の
岸
壁
で
使
用
し
た
と

こ
ろ
、
従
来
で
あ
れ
ば
何
日
も
か
か

っ
た
荷
物

の
搭
載
が
八
時
間
で
完
了
し
た
。
当
初
は
コ
ン

テ
ナ
を
ボ
ル
ト
で
甲
板
に
固
定
す
る
必
要
が
あ

っ
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
を
何
段
に
も
積
層
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
、
積
載
容
量
を
一
気
に
何
倍
に

も
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

（図
6
)。

さ
ら
に
既
存
の
船
舶
を
改
造
す
る
の
で
は
な

く
、
コ
ン
テ
ナ
専
用
の
船
舶
を
建
造
し
た
と
こ

ろ
、

一
ト
ン
の
貨
物
の
輸
送
費
用
が
従
来
の
三

％
に
激
減
し
た
。
現
在
、
世
界
最
大
の
コ
ン
テ

ナ
専
用
の
船
舶
は
二

0
二
三
年
の
年
末
に
日
本

の
呉
造
船
所
で
進
水
し
た
全
長
四
0
0
メ
—
ト

ル
、
幅
員
六
＿
メ
ー
ト
ル
と
、
戦
艦
大
和
の

一

・
五
倍
の
規
模
の
「
ワ
ン
・
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
号
」
で
、
二
万
四
0
0
0個
の
コ
ン
テ
ナ

を
積
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

筆
者
は
カ
ヤ
ッ
ク
を
趣
味
と
し
て
世
界
各
地

の
水
上
を
探
訪
し
て
き
た
が
、
ア
マ
ゾ
ン
河
源

流
域
の
先
住
民
族
は
薄
板
の
よ
う
な
小
舟
で
自

由
に
水
上
を
移
動
し
、
大
海
の
小
島
に
生
活
す

る
先
住
民
族
は
簡
素
な
帆
船
で
島
々
を
巡
回
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
小
舟
か
ら
発
展
し
、
現
在

で
は
約
六

0
0
0
人
が
乗
船
で
き
る
大
型
客
船

が
人
々
に
海
上
生
活
を
満
喫
さ
せ
て
い
る
。
今

回
紹
介
し
た
何
隻
か
の
船
舶
は
人
類
の
水
上
へ

の
発
展
を
記
録
す
る
名
船
で
あ
る
。

鵬
図6コンテナ船
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